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は
じ
め
に

　

以
前
か
ら
筆
者
は
フ
ク
ロ
ウ
類
に
興
味
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
関
心
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
地
の
北
海
道
大
学
苫
小
牧
演
習
林
（
現
研
究
林
）
に
一
羽
の

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
移
送
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

平
成
四
年
十
月
、
根
室
か
ら
や
っ
て
き
た
こ
の
オ
ス
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
、
北
大
演
習
林

に
定
着
さ
せ
よ
う
と
環
境
庁
の
取
り
組
み
と
し
て
人
為
的
に
運
ば
れ
て
き
た
個
体
で
あ
っ
た

が
、
尾
羽
に
装
着
し
た
発
信
機
の
不
具
合
も
あ
り
、
放
鳥
後
の
行
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
分
散
定
着
化
計
画
は
失

敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
個
体
の
探
索
と
併
せ
て
行
っ
た
の
が
、
苫
小
牧
を
は
じ
め
千
歳
や
白
老
な
ど
近
隣
地

域
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
調
査
の
範
囲
を
日
高
地
方
や
十
勝

地
方
に
ま
で
広
げ
て
行
い
、
情
報
の
寄
せ
ら
れ
た
地
域
を
訪
問
し
て
は
関
係
者
か
ら
詳
し
い

話
を
聴
い
た
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
関
わ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
鳥
の
文
化
誌
や
民
俗
誌
に
も
興
味
を
持

ち
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
村
の
守
り
神(

コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ)

と
尊
び
、
崇

敬
す
る
こ
と
や
祭
儀
と
し
て
フ
ク
ロ
ウ
送
り
を
す
る
こ
と
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
こ
の
鳥

と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
以
降
の
禽
類
図
譜
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
図
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
図
を

描
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
江
戸
に
運
ば
れ
て
行
き
、
ど
の
よ
う
な
禽
類
図
譜
に
描
か

れ
て
い
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
も
調
べ
て
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
調
査
で
得
ら
れ
た
知
見
に
千
歳
と
ゆ
か
り
の
あ
る
事
柄
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
（
文
中
敬
称
を
略
）
。

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
は

　

さ
て
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
い
っ
て
も
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
鳥
な
の
で
、
本

題
に
は
い
る
前
に
ま
ず
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

世
界
に
は
お
お
よ
そ
二
科
二
五
属
、
一
七
○
種
ほ
ど
の
フ
ク
ロ
ウ
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
我
が
国
に
は
意
外
と
少
な
く
一
二
種
の
フ
ク
ロ
ウ
類
が
記
録
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
こ
の
う
ち
日
本
で
繁
殖
し
て
い
る
フ
ク
ロ
ウ
は
わ
ず
か
九
種
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
北
海
道
に
し
か
生
息
し
な
い
大
型
の
フ
ク
ロ
ウ
で
、
フ
ク
ロ

ウ
科
の
な
か
で
は
世
界
最
大
級
の
種
で
あ
る
。
全
長
は
約
七
○
㌢
あ
り
、
翼
開
長
は
一
七
○

㌢
か
ら
一
八
○
㌢
に
も
及
ぶ
。

　

北
海
道
の
ほ
か
に
は
ロ
シ
ア

の
日
本
海
沿
岸
地
域
や
サ
ハ
リ

ン
南
部
、
国
後
島
や
択
捉
島
な

ど
比
較
的
寒
冷
な
亜
寒
帯
性
気

候
の
地
域
に
分
布
し
生
息
し
て

い
る
。

　

フ
ク
ロ
ウ
類
の
多
く
は
小
型

の
哺
乳
類
や
昆
虫
類
を
食
べ
る

肉
食
性
で
あ
る
が
、
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
は
魚
を
好
ん
で
食
べ
る
魚

食
性
の
た
め
、
生
息
す
る
周
辺

に
は
魚
が
遡
上
し
て
産
卵
す
る

河
川
と
冬
期
間
凍
結
し
な
い
湧

シ 
マ 

フ 

ク 

ロ 

ウ 

と 

千 

歳
長  

　
谷  

　
川   

　
　
充

北
海
道
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
会
顧
問
・
前
苫
小
牧
市
博
物
館
長

写真１　シマフクロウ　
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水
池
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
営
巣
が
可
能
な
樹
洞
の
あ
る
大
径
木
が
必
要
で
あ
る
。

　

支
笏
湖
周
辺
で
は
大
正
時
代
か
ら
パ
ル
プ
用
材
の
伐
採
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
が
、
道
内
の

森
林
開
発
が
本
格
化
し
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
建
設
業
や
パ
ル
プ
業
界

の
需
要
が
増
加
し
、
大
規
模
な
森
林
伐
採
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
生
活
で
き
る
生
息
環
境
が
悪
化
し
、

加
え
て
生
息
域
に
お
け
る
河
川
の
改
修
や
水
質
の
汚
染
、
河
口
部
で
の
サ
ケ
類
の
遡
上
阻

害
、
釣
り
人
口
の
増
加
な
ど
、
彼
ら
の
主
食
と
な
る
魚
類
の
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
の
個
体
数
は
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
危
機
的
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
に
文
化
庁
は
こ
の

鳥
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
、
環
境
庁
は
平
成
四
年
に
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植

物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
種
の
保
存
法
）
」
に
基
づ
い
て
「
国
内
希
少
野
生
動
物

種
」
に
指
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
環
境
省
の
第
四
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
H 

24
）
で
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ノ
グ
チ

ゲ
ラ
と
と
も
に
、
「
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る
野
生
で
の
絶
滅
の
危
険
性
が
き
わ
め
て
高
い

種
」で
あ
る「
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類（
Ｃ
Ｒ
）」に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　

同
省
が

こ
の
鳥
の

保
護
増
殖

事
業
に
取

り
組
み
は

じ
め
た
の

は
今
か
ら

約
三
〇
年

前
の
昭
和

五
十
九
年

か
ら
で
あ
る
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
営
巣
で
き
る
樹
洞
の
あ
る
大
径
木
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
生
息

地
の
周
辺
に
人
工
の
巣
箱
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
給
餌
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
翌
年
か
ら
は
彼
ら
の
個
体
識
別
や
生
息
域
で
の
動
態
を
把
握

す
る
た
め
に
必
要
な
標
識
で
あ
る
足
環
の
装
着
を
行
う
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
現
在
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
増
殖
事
業
の
中
核
事
業
と
な
っ
て
い

て
、
平
成
二
十
六
年
七
月
現
在
で
四
五
〇
羽
の
個
体
に
足
環
を
装
着
し
、
設
置
し
た
巣
箱
は

一
六
九
個
で
そ
の
う
ち
の
五
五
個
が
使
用
さ
れ
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

足
環
の
装
着
に
よ
っ
て
彼
ら
の
個
体
の
識
別
が
容
易
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
判
明

し
て
き
た
が
、
な
か
で
も
心
配
な
の
は
個
体
間
で
の
近
親
交
配
と
い
う
問
題
で
、
近
親
間
で

結
ば
れ
た
つ
が
い
が
増
加
の
傾
向
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　

現
在
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
数
は
一
四
〇
羽
前
後
で
、
つ
が
い
は
五
〇
組
前
後
と
い
わ

れ
、
そ
の
三
分
の
一
は
知
床
半
島
に
生
息
し
、
残
り
は
根
室
や
十
勝
、
釧
路
、
日
高
な
ど
の

限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
。

千
歳
の
鳥
類
相

　

現
在
、
千
歳
の
周
辺
で
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
姿
を
見
た
り
、
そ
の
啼
き
声
を
聞
い
た
り
す
る

の
は
き
わ
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
末
尾
の
「
千
歳
周
辺
で
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
情
報
年

表
」
に
あ
る
と
お
り
、
昭
和
三
〇
年
代
の
末
頃
ま
で
は
千
歳
川
上
流
域
に
生
息
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
支
笏
湖
周
辺
に
も
生
息
し
て
い
た
。

　

千
歳
の
地
勢
は
勇
払
低
地
帯
と
石
狩
低
地
帯
の
深
奥
部
の
届
き
合
っ
た
地
帯
で
あ
る
ほ

か
、
支
笏
湖
火
山
系
噴
出
物
の
堆
積
地
特
有
の
植
相
が
み
ら
れ
、
湖
沼
や
多
く
の
清
流
域
に

加
え
て
、
太
平
洋
沿
岸
の
海
洋
性
気
象
の
影
響
を
受
け
、
複
雑
多
岐
な
自
然
環
境
に
あ
る
。

　

市
内
を
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
る
清
流
千
歳
川
の
最
上
流
部
に
は
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
支
笏

湖
と
支
笏
湖
を
取
り
囲
む
雄
大
な
森
林
地
帯
が
あ
る
。
森
林
が
途
切
れ
る
平
地
部
に
は
市
街

写真２　強化プラスチック製の巣箱
（平成５年１月25日撮影）
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地
が
広
が
り
、
千
歳
川
の
下
流
域
は
農
地
を
主
体
と
す
る
広
大
な
平
野
部
で
あ
る
。

　

野
鳥
の
観
察
地
と
し
て
、
千
歳
川
の
上
流
域
に
は
サ
ケ
・
マ
ス
の
ふ
化
場
が
あ
り
、
支
笏

湖
周
辺
で
は
支
笏
湖
野
鳥
の
森
や
美
笛
巨
木
の
森
が
あ
り
、
恵
庭
岳
や
樽
前
山
・
風
不
死
岳

の
森
林
地
帯
が
あ
る
。
市
街
地
に
は
青
葉
公
園
が
あ
り
、
平
野
部
に
は
旧
長お

さ
つ
ぬ
ま

都
沼
が
あ
る
な

ど
、
単
一
の
都
市
に
こ
れ
だ
け
の
探
鳥
地
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。

　

日
本
を
代
表
す
る
動
物
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
嶋
田
忠
も
千
歳
の
自
然
の
豊
か
さ
に
魅
力
を

感
じ
、
昭
和
五
十
五
年
に
千
歳
に
居
を
移
し
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
。
千
歳
川
周
辺
や
ウ

ト
ナ
イ
湖
、
北
大
研
究
林
な
ど
で
撮
影
し
た
野
鳥
の
写
真
集
を
何
冊
も
著
し
て
い
て
、
昭
和

六
十
三
年
に
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
主
題
と
し
た
『
カ
ム
イ
の
夜
』
と
い
う
迫
力
満
点
の
写
真

集
を
上
梓
し
て
い
る
。

　

千
歳
市
内
で
確
認
さ
れ
た
野
鳥
の
種
類
は
、
『
新
千
歳
市
史
通
史
編
上
巻
』
（
千
歳
市
Ｈ

22
）
に
よ
る
と
、
二
一
四
種
に
及
び
、
本
道
で
確
認
さ
れ
て
い
る
野
鳥
種
四
七
一
種
の
四
五

㌫
近
く
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

支
笏
湖
の
周
辺
で
は
一
五
〇
種
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ
、
ク
マ
ゲ
ラ
や
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
オ
オ
ル
リ
な
ど
森
林
性
の
鳥
類
の
ほ
か
各
種
の
水
鳥
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
ふ
化
場
周
辺
は
ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
や
キ
セ
キ
レ
イ
な
ど
清
流
の
鳥

た
ち
な
ど
一
二
七
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
に
近
い
青
葉
公
園
で
は
一
一
一
種
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
や
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
の
カ
ラ
類
や
ア
カ
ゲ

ラ
や
コ
ゲ
ラ
な
ど
の
キ
ツ
ツ
キ
類
が
記
録
さ
れ
、
キ
ビ
タ
キ
や
ウ
グ
イ
ス
な
ど
夏
鳥
の
貴
重

な
繁
殖
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
旧
長
都
沼
で
は
ガ
ン
類
や
カ
モ
類
の
ほ
か
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
や

コ
ヨ
シ
キ
リ
な
ど
の
草
原
の
鳥
、
一
四
六
種
が
確
認
さ
れ
、
水
鳥
を
狙
っ
て
飛
来
す
る
オ
ジ

ロ
ワ
シ
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ク
ロ
ウ
科
に
つ
い
て
は
、
支
笏
湖
や
ふ
化
場
で
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
や
コ
ノ
ハ
ズ
ク
、
ア
オ

バ
ズ
ク
、
コ
ミ
ミ
ズ
ク
、
ト
ラ
フ
ズ
ク
、
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
は
稀
に
迷
鳥
と
し
て
見
ら
れ
る
シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
を
含
め
七
種
の
フ
ク
ロ
ウ
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
こ
の
記
録
の
な
か
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
記
録
の
基
礎
資
料
が
昭
和
四
十
六
年
か
ら
平
成
二
十
年
の
間
に
公
表
さ
れ
た
文
献
と
個
人

記
録
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
記
録
が
な
い
の
も
当
然
で
、
昭
和
の
中

頃
か
ら
千
歳
で
は
幻
の
鳥
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

鳥
類
図
鑑
の
記
録

　

我
が
国
に
は
「
三
大
鳥
類
図
鑑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
三
冊
（
組
）
の
著
名
な
鳥
類
図
鑑
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
鑑
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
二
冊
の
図
鑑

に
そ
の
生
息
地
と
し
て
支
笏
湖
の
湖
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
山や

ま
し
な
よ
し
ま
ろ

階
芳
麿
の
『
日
本
の
鳥
類
と
其
の
生
態
』
（
岩
波
書
店
Ｓ

９
）
で
は
「
北
海
道
に
て
は
支
笏
湖
を
圍
む
大
森
林
や
石
狩
川
上
流
の
密
林
な
ど
に
棲
息
し

て
居
る
。
習
性
に
就
て
は
全
く
知
ら
れ
て
居
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
冊
の
清き

よ
す
ゆ
き
や
す

棲
幸
保
の
『
日
本
鳥
類
大
図
鑑
』
（
講
談
社
Ｓ
27
）
で
は
「
石
狩
支
庁
支

笏
湖
畔
１
９
２
９
、
Ⅰ
・
１
９
３
７
」
と
二
羽
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
と
同
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
一
月
に
捕
獲
（
採
集
）
さ
れ
た
記
録
が
載
っ
て
い
る
。
こ

の
図
鑑
に
は
支
笏
湖
の
ほ
か
、
十
勝
支
庁
大
樹
村
、
釧
路
支
庁
雪せ

つ
り裡
深
野
・
尾
幌
・
白
糠
町

茶
路
川
、
渡
島
支
庁
函
館
・
清
狩
、
石
狩
支
庁
札
幌
（
二
羽
）
、
上
川
支
庁
剣
淵
村
・
大
雪

山
・
層
雲
峡
上
流
と
八
件
の
記
録
が
あ
り
、
道
南
の
函
館
や
道
央
の
札
幌
に
も
か
つ
て
は
生

息
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

残
り
の
一
冊
は
黒く

ろ
だ
な
が
み
ち

田
長
禮
の
『
鳥
類
原
色
大
図
説
』
（
修
教
社
書
院
Ｓ
９
）
と
い
う
図
鑑

だ
が
、
そ
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
説
明
文
に
は
「
南
千
島
及
び
北
海
道
特
産
と
し
て
知
ら
る
」

と
あ
り
、
「
釧
路
に
て
は
採
卵
場
所
附
近
に
棲
息
す
」
と
サ
ケ
類
が
遡
上
す
る
河
川
の
産
卵

場
所
付
近
に
生
息
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
図
鑑
の
新
版
が
昭
和
五
十
五

年
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説
明
文
は
「
現
在
は
北
海
道
の
主
に
東
部
と
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北
部
の
森
林
に
棲
息
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
棲
息
数
は
多
く
な
い
」
と
い
う
短
い
記
載

が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

さ
て
、
清
棲
の
図
鑑
に
記
載
さ
れ
た
支
笏
湖
に
お
け
る
二
件
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の

デ
ー
タ
の
根
拠
と
な
っ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
千
葉
県
我
孫
子
市
に
あ
る
山
階
鳥
類
研
究
所
に

標
本
資
料
（
仮
剥
製
）
と
し
て
現
在
も
収
蔵
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　

図
鑑
に
「
１
９
２
９
」
と
記
さ
れ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
ほ
う
は
、
標
本
に
付
さ
れ
た
ラ
ベ

ル
で
は
採
集
年
が
「
１
９
２
９
年
春
季
」
と
記
さ
れ
、
採
集
地
が
「
北
海
道
支
笏
湖
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
「
Y
　

10
‐
１
９
４
９
１
」
と
い
う
標
本
番
号
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
相
違

な
い
。
た
だ
、
標
本
ラ
ベ
ル
に
は
採
集
者
の
氏
名
が
空
白
と
な
っ
て
お
り
誰
か
採
集
し
た
か

は
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
も
う
一
体
の
「
Ⅰ
・
１
９
３
７
」
と
記
さ
れ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
ほ
う
で
あ
る

が
、
採
集
年
は
「
１
９
３
７
年
１
月
」
で
標
本
番
号
は
「
Y
　

10
‐
１
９
４
９
５
」
と
な
っ
て

お
り
、
「
福
元
富
太
郎
か
ら
購
入
、
福
元
は
毛
皮
商
よ
り
購
入
」
と
標
本
ラ
ベ
ル
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　

た
だ
、
採
集
地
が
千
歳
郡
恵
庭
村
御
料
林
と
な
っ
て
お
り
、
清
棲
の
図
鑑
の
支
笏
湖
と
異

な
っ
た
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
御
料
林
と
い
う
の
は
支
笏
湖
の
北
東
に
位
置
す
る
恵
庭
市
盤
尻
の
近
く
に
あ
っ
た
帝

室
林
野
局
の
漁

い
ざ
り
経
営
区
と
思
わ
れ
、
支
笏
湖
湖
岸
と
の
距
離
が
直
線
に
し
て
約
八
㌔
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、
図
鑑
と
こ
の
標
本
の
採
集
年
が
同
じ
年
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
清
棲
の
図
鑑

に
記
載
さ
れ
た
二
体
目
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
間
違
い
な
い
。

　

図
鑑
の
支
笏
湖
と
い
う
地
名
と
と
も
に
そ
の
標
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
の

初
め
頃
の
支
笏
湖
周
辺
の
森
林
に
は
何
つ
が
い
か
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

山
階
鳥
類
研
究
所
に
は
現
在
国
内
外
の
六
万
点
を
超
す
厖
大
な
鳥
類
標
本
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
が
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
標
本
は
僅
か
一
三
点
し
か
な
い
。
そ
の
う
ち
道
内
で
採
集
さ
れ

た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
八
点
に
過
ぎ
ず
、
一
番
古
い
標
本
は
明
治
二
十
一
年
に
札
幌
で
採
集
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
五
点
は
国
外
で
採
集
さ
れ
た
も
の
が
四
点
で
も
う
一
点
は
採
集

地
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
一
三
点
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
標
本
の
う
ち
三
点
は
中
曽
根
三
四
郎
か
ら
入
手
し
た
も

の
で
、
中
曽
根
は
昭
和
七
年
の
十
二
月
か
ら
翌
年
の
一
月
に
か
け
て
道
内
（
釧
路
・
大
樹
）

や
国
後
島
で
こ
れ
ら
を
採
集
し
て
い
る
。

　

中
曽
根
は
次
に
紹
介
す
る
折お

り
い居
彪ひ
ょ
う
じ
ろ
う

二
郎
と
並
ん
で
当
時
の
我
が
国
を
代
表
す
る
鳥
獣
標
本

採
集
家
の
一
人
で
あ
る
。

　

因
み
に
鳥
獣
標
本
採
集
家
と
い
う
職
業
は
、
分
類
学
が
動
物
学
の
主
流
だ
っ
た
時
代
に
存

在
し
た
職
業
で
、
射
撃
や
ワ
ナ
な
ど
の
方
法
で
鳥
獣
類
を
捕
獲
し
、
そ
の
体
躯
各
部
位
の
計

測
や
色
彩
の
記
録
を
行
い
、
仮
剥
製
に
し
て
依
頼
主
で
あ
る
動
物
学
者
に
送
付
す
る
こ
と
を

仕
事
と
し
、
動
物
学
者
は
こ
れ
ら

の
標
本
類
を
基
に
し
て
自
ら
の
研

究
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

中
曽
根
や
折
居
の
ほ
か
、
菊
池

米
太
郎
や
高
田
昴
、
寺
岡
直
ら
が

活
躍
し
、
彼
ら
の
採
集
し
た
鳥
獣

標
本
類
が
現
在
も
国
内
外
の
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

折
居
彪
二
郎
の
『
千
歳
保
護
區
の

鳥
獣
』

　

山
階
芳
麿
や
黒
田
長
禮
、
清
棲

幸
保
ら
は
日
本
を
代
表
す
る
鳥
類

学
者
で
、
彼
ら
の
著
し
た
前
述
の

写真３　標本番号 Y10-19491の仮剥製
（山階鳥類研究所所蔵）
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「
三
大
鳥
類
図
鑑
」
は
、
現
在
も
野
鳥
愛
好
家
の
間
で
は
人
気
が
高
く
、
古
書
店
の
間
で
は

高
値
で
流
通
し
て
い
る
。

　

山
階
と
黒
田
は
日
本
の
鳥
類
学
を
牽
引
し
て
き
た
研
究
者
で
、
我
が
国
の
鳥
類
学
の
発
展

に
寄
与
し
た
功
績
は
非
常
に
大
き
い
が
、
こ
の
二
人
と
親
交
が
あ
り
、
彼
ら
の
研
究
に
貢
献

し
た
鳥
獣
標
本
採
集
家
が
苫
小
牧
に
居
住
し
て
い
た
。

　

彼
の
名
は
折
居
彪
二
郎
と
い
い
、
新
潟
県
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
大
正
二
年
に
函
館
か
ら

苫
小
牧
村
字
植
苗
五
六
番
地
（
当
時
）
に
居
を
移
し
、
八
七
歳
で
亡
く
な
る
昭
和
四
十
五
年

ま
で
、ウ
ト
ナ
イ
湖
近
く
を
流
れ
る
美
々
川
の
ほ
と
り
に
居
住
し
て
い
た
。

　

折
居
は
二
三
歳
の
と
き
、英
国
人
ア
ラ
ン・
オ
ー
ス
ト
ン
に
依
頼
さ
れ
て
朝
鮮
半
島
や
対
馬
、

壱
岐
、五
島
列
島
に
鳥
獣
類
の
採
集
調
査
に
出
掛
け
た
の
を
皮
切
り
に
、黒
田
や
山
階
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、大
正
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か
け
て
千
島
、樺
太
を
含
む
日
本
国
内
や
委
任
統
治
領
で

あ
っ
た
南
洋
諸
島
の
ほ
か
、中
国
な
ど
に
都
合
一
三
回
ほ
ど
採
集
調
査
に
出
掛
け
て
い
る
。

　

日
本
人
の
研
究
者
で
最
初
に
折
居
に
調
査
を
依
頼
し
た
の
は
黒
田
長
禮
で
、
大
正
十
一
年

に
琉
球
諸
島
の
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。
黒
田
は
折
居
が
同
諸
島
で
採
集
し
た
一
六
二
一
点

の
鳥
類
標
本
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
我
が
国
で
は
初
め
て
と
な
る
鳥
類
学
の
研
究
で
博
士
号
を

取
得
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
階
芳

麿
は
折
居
に
七
回

ほ
ど
国
外
で
の
採

集
調
査
を
依
頼

し
、
私
財
を
投
じ

て
設
立
し
た
山
階

家
鳥
類
標
本
館

（
後
の
山
階
鳥
類

研
究
所
）
の
充
実

を
折
居
ら
の
協
力
で
図
る
一
方
、
収
集
し
た
標
本
を
基
に
鳥
類
の
生
息
分
布
に
関
す
る
生
物

地
理
学
的
研
究
を
発
展
さ
せ
、
先
の
『
日
本
の
鳥
類
と
其
の
生
態
』
と
い
う
著
書
に
結
実
さ

せ
て
い
る
。

　

折
居
の
海
外
で
の
採
集
調
査
は
昭
和
十
一
年
に
終
了
し
、
そ
の
後
は
北
海
道
大
学
や
北
海

道
、
林
野
庁
の
依
頼
で
道
内
で
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

千
歳
で
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
年
間
、
干
拓
で
消
失
す
る
前
の
長
都
沼
の
調
査
を
林
野

庁
の
依
頼
で
行
っ
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
千
歳
で
調
査
を
行
っ
た
形
跡
が
あ

り
、
『
千
歳
保
護
區
の
鳥
獣
』
と
い
う
鳥
類
の
リ
ス
ト
を
残
し
て
い
る
。
市
販
の
便
箋
四
枚

に
書
か
れ
た
こ
の
リ
ス
ト
に
は
ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
一
二
六
種
の
鳥
類
と
二
四
種
の

獣
類
の
種
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
目
的
で
彼
が
こ
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
の
か
、
ま
た
千
歳
の
保
護
區
と
は
ど

こ
を
さ
す
の
か
、
リ
ス
ト
に
は
鳥
獣
類
の
種
名
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い

が
、
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
や
コ
ノ
ハ
ズ
ク
、
ア
オ
バ
ズ
ク
な
ど
と
と
も
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
名
が

載
っ
て
い
て
、
興
味
が
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

参
考
ま
で
に
こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
一
二
六
種
の
鳥
と
現
在
千
歳
で
記
録
さ
れ
て
い

る
二
一
四
種
の
鳥
（
『
新
千
歳
市
史
通
史
編
上
巻
』
）
を
重
ね
あ
わ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、

一
〇
六
種
の
鳥
が
折
居
の
リ
ス
ト
と
新
市
史
の
両
方
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
地
域
別
で
み
る

と
支
笏
湖
が
九
七
種
と
最
も
多
く
、
順
に
ふ
化
場
八
八
種
、
青
葉
公
園
八
一
種
、
旧
長
都
沼

が
七
五
種
と
な
っ
て
い
た
。

　

折
居
の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
一
二
六
種
の
う
ち
九
七
種
が
現
在
も
支
笏
湖
で
確
認
で
き

る
こ
と
と
リ
ス
ト
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
名
の
あ
る
こ
と
、
リ
ス
ト
の
獣
類
編
に
ヒ
グ
マ
や
テ

ン
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
千
歳
保
護
區
」
と
は
支
笏
湖
周
辺
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

折
居
の
略
伝
（
『
折
居
彪
二
郎
小
伝
』
郷
土
の
研
究
５
所
収
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
昭

和
六
十
一
年
）
を
ま
と
め
た
小
山
政
弘
の
年
表
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
に
折
居
は
北
海

写真４　折居彪二郎(左)と山階芳麿
折居宅前で(昭和16年６月撮
影：苫小牧市美術博物館所蔵)
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道
の
依
頼
を
受
け
て
鳥
類
の
調
査
を
行
い
、
二
十
五
年
一
月
に
こ
の
調
査
で
採
集
し
た
標
本

を
北
海
道
に
納
入
し
て
お
り
、
そ
の
後
二
十
七
年
に
は
鳥
獣
保
護
区
設
定
の
公
聴
会
に
招
か

れ
た
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
年
表
で
は
ど
の
地
域
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
、
ど
こ
の
鳥
獣
保
護
区
の
公
聴
会
に
招
か
れ

た
の
か
詳
し
い
こ
と
の
記
述
が
な
く
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
折
居
の
一
連
の
行
動
と
昭
和
二
十
四

年
五
月
の
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
指
定
の
時
期
が
同
じ
頃
で
あ
り
、
国
立
公
園
内
の
支
笏
湖
鳥
獣

保
護
区
（
北
海
道
指
定
鳥
獣
保
護
区
）
の
設
定
に
折
居
が
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
こ
の
「
千
歳
保
護
區
の
鳥
獣
」
に
記
載
さ
れ
た
鳥
獣
類
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
五

年
に
支
笏
湖
周
辺
で
調
査
さ
れ
た
鳥
獣
類
の
記
録
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
じ
よ
う
な
『
苫
小
牧
附
近
に
見
ら
る
丶
鳥
壱
百
丗
種
ト
哺
乳
類
廿
三
種
』
と
い
う
苫
小

牧
の
鳥
獣
類
の
リ
ス
ト
も
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
リ
ス
ト
に
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
名
が

あ
る
の
で
、
調
査
時
期
や
調
査
区
域
な
ど
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
手

掛
か
り
が
な
く
調
べ
よ
う
が
な
い
。

　

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
長
年
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
た
大
畑
孝
二

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
折
居
が
昭
和
三
十
五
年
以
前
に
自
分
が
調
査
し
て
い
た
も

の
を
後
日
に
な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
て
、
野
鳥
識
別
能
力
の
優

れ
て
い
る
折
居
だ
け
に
そ
の
内
容
は
十
分
に
信
頼
で
き
る
と
し
て
い
る
。

丸
駒
温
泉
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

　

支
笏
湖
で
採
集
さ
れ
た
二
体
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
山
階
鳥
類
研
究
所
に
仮
剥
製
の
標
本
資

料
と
し
て
収
蔵
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
紹
介
し
た
が
、
同
じ
昭
和
の
初
め
頃
、
支
笏

湖
で
捕
獲
さ
れ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
苫
小
牧
市
内
の
酒
店
で
あ
る
名
取
深
沢
商
店
で
見
つ

か
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
七
年
の
夏
、
市
内
の
老
舗
に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
た
市
民
グ
ル
ー

プ
か
ら
筆
者
に
「
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
ら
し
い
鳥
の
剥
製
が
あ
る
の
で
見
に
来
て
欲
し
い
」
と
の

連
絡
が
あ
り
、
カ
メ
ラ
片
手
に
駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
事
務
所
に
置
か
れ
た
剥
製
は
間
違
い

な
く
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
で
、
驚
き
の
あ
ま
り
暫
し
声
が
出
な
か
っ
た
。

　

店
主
の
深
沢
重
男
に
よ
る
と
、
こ
の
剥
製
は
支
笏
湖
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
丸
駒
温
泉
旅
館
の
創
始

者
で
あ
る
佐
々
木
初
太
郎
が
、
温
泉
近
く
の
樹
に
止
ま
っ
て
い
た
の
を
鉄
砲
で
撃
ち
落
と
し

た
も
の
だ
と
い
う
。父
正
男
は
初
太
郎
と
親
し
い
間
柄
で
創
業
時
か
ら
現
在
も
取
引
が
あ
り
、正

男
が
丸
駒
温
泉
へ
酒
類
を
配
達
し
た
帰
り
に「
フ
ク
ロ
ウ
は
縁
起
が
良
い
」と
い
っ
て
譲
り
受
け
て

き
た
そ
う
で
あ
る
。真
冬
の
こ
と
で
あ
り
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
凍
結
し
た
ま
ま
の
姿
で
、早
速
市
内
の

業
者
に
依
頼
し
て
剥
製
に
し
て
も
ら
い
、そ
の
後
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
自
宅
に
飾
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
捕
獲
さ
れ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
撃
ち
落
と
し
た
初
太
郎
は
昭
和

二
十
年
に
七
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　

深
沢
商
店
の
創
業
時
が
昭
和
二
年
で
あ
る
た
め
、
同
年
か
ら
昭
和
二
十
年
の
間
に
捕
獲

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、こ
の
剥
製
の
保
存
状
態
は
決
し
て
良
好
と
は
い
え
ず
、尾
羽
が
脱
落
し
て
お
り
、

羽
毛
の
何
ヶ
所
か
が
煤
け
て
黒
ず
ん
で
い
る
。後
頭
部
か
ら
背
中
に
か
け
て
羽
毛
が
コ
ブ
の

よ
う
に

盛
り
上

が
っ
て
お

り
、シ
マ

フ
ク
ロ
ウ

の
姿
態

と
し
て

は
若
干

違
和
感

を
覚
え

写真５　深沢宅に保存されているシマフクロウ
の剥製
 (平成17年８月６日撮影：筆者)
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る
。ま
た
、シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
枝
に
止
ま
る
場
合
は
、通
常
二
本
ず
つ
の
爪
を
前
後
に
開
い
て
枝
を

挟
む
よ
う
に
し
て
樹
に
止
ま
る
の
だ
が
、剥
製
の
爪
は
三
本
が
前
に
あ
り
、後
ろ
は
一
本
と
な
っ
て

お
り
、一
般
の
鳥
類
と
同
じ
よ
う
な
止
ま
り
方
を
さ
せ
て
い
る
。

　

初
太
郎
は
猟
銃
を
か
ま
え
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
に
狩
猟
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
ほ
か
に
も
別
な
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
剥
製
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
先
日
丸
駒
温
泉
旅
館
に
赴
き
四
代
目
と
な
る
総
支
配
人
の
義
朗
に
確
認
し
た
が
、
初
太

郎
が
遺
し
た
剥
製
は
一
点
も
な
く
、
苫
小
牧
で
見
つ
か
っ
た
剥
製
の
写
真
を
興
味
深
く
見
つ

め
て
い
た
。

ダ
ム
湖
の
縞
梟

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
林
元
一
か
ら
筆
者
に
寄
せ
ら
れ
た
「
千
歳
で
の
縞
梟
」
と
い
う
小

文
で
、
林
が
千
歳
川
の
ダ
ム
湖
で
体
験
し
た
話
で
あ
る
（
ル
ビ
＝
引
用
者
）
。

　

額
平
の
山
で
見
慣
れ
た
大
き
な
梟
フ
ク
ロ
ウが
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
と
呼
び
、
最
高
の

神
と
し
て
崇
め
る
縞
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

梟
と
知
っ
た
の
は
、
私
達
が
冬
山
造
材
を
終
え
て
千
歳
に
帰
り
、
本
拠
地
の

藤
の
沢
事
業
所
で
夏
山
造
材
の
準
備
を
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。

　

ウ
サ
ク
マ
イ
の
国
有
林
で
私
達
が
造
材
作
業
を
し
て
い
る
間
、
ラ
ン
コ
シ
の
若
い
作
業
員
の
束

ね
役
を
し
て
い
る
今
泉
吉
之
助
さ
ん
が
、
作
業
の
打
合
わ
せ
に
事
務
所
に
来
た
。

　

私
は
早
速
額
平
の
現
場
で
見
た
大
梟
の
話
を
し
、
ウ
サ
ク
マ
イ
で
は
あ
ん
な
野
太
い
声
で
鳴
く

梟
は
見
た
事
が
無
い
が
、
千
歳
に
も
居
る
だ
ろ
う
か
と
尋
ね
た
。

　

吉
之
助
さ
ん
は
「
そ
れ
は
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
の
事
で
シ
サ
ム
の
人
は
縞
梟
と
言
っ
て
い
る
鳥

で
し
ょ
う
」
と
言
い
、
千
歳
の
縞
梟
に
つ
い
て
は
ヌ
ナ
イ
と
ウ
ム
ウ
セ
と
い
う
地
名
を
挙
げ
て
次

の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

ヌ
ナ
イ
は
、
現
在
ユ
ー
ナ
イ
沢
と
呼
ば
れ
て
い
る
王
子
製
紙
第
四
発
電
所
の
直
ぐ
上
流
左
岸
に

あ
る
沢
で
、
今
は
水
源
ま
で
ダ
ム
の
水
位
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ダ
ム
が
出
来
る
以
前
は
千
歳
川

の
支
流
で
魚
が
多
く
、
そ
の
魚
を
狙
っ
て
昼
も
夜
も
獣
や
梟
が
鳴
き
騒
ぎ
、
そ
の
声
が
コ
タ
ン
ま

で
聞
こ
え
る
の
で
ヌ
ナ
イ
（
聞
こ
え
る
沢
）
と
言
っ
て
お
り
、
何
時
も
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
が
居

て
、
下
流
の
村
を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
紋
別
川
の
上
流
に
ウ
ム
ウ
セ
と
言
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
立
派
な
コ
タ
ン

コ
ロ
カ
ム
イ
が
居
て
、
ウ
ム
ウ
ム
と
鳴
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
所
を
ウ
ム
ウ
セ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

紋
別
川
が
千
歳
川
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
の
タ
プ
コ
プ
（
丸
山
）
は
ウ
サ
ク
マ
イ
コ
タ
ン
（
吉
之

助
さ
ん
が
子
供
の
頃
ま
で
過
ご
し
た
所
、
現
在
は
ダ
ム
に
沈
ん
だ
村
）
の
人
達
が
熊
送
り
を
す
る

カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
（
神
々
の
遊
ぶ
庭
）
が
有
り
、
村
を
守
っ
て
く
れ
る
神
の
鳥
が
居
る
の
で
、
こ

の
川
筋
で
は
争
い
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
そ
れ
で
川
の
名
も
モ
ベ
ツ

（
静
か
な
川
）
と
呼
ん
で
お
り
、
ウ
ム
ウ
セ
に
は
今
で
も
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
が
居
る
、
と
吉
之

助
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
年
の
秋
も
深
ま
っ
た
頃
、
私
と
関
亀
三
君
は
ダ
ム
で
ハ
エ
ナ
ワ
漁
を
楽
し
む
た
め
、
夜
に
な
っ

て
か
ら
事
務
所
を
出
、
ウ
サ
ク
マ
イ
コ

タ
ン
跡
の
岸
辺
に
繋
留
し
て
い
た
小
舟

に
乗
り
、
漕
ぎ
上
っ
た
。
千
歳
川
の
川

幅
一
杯
に
張
っ
た
細
い
ロ
ー
プ
に
餌
を

付
け
た
二
十
本
程
の
釣
り
バ
リ
を
仕
掛

け
、
魚
の
掛
か
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

　

そ
の
時
、
紋
別
川
の
上
流
か
ら
ボ

オ
ー
ッ
ボ
オ
ー
ッ
と
い
う
野
太
い
梟
の

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
私
達
に
と
っ
て

そ
の
声
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
額
平
の
山
で

毎
夜
聞
い
た
梟
の
も
の
だ
っ
た
。
一
瞬

私
は
額
平
の
梟
が
私
達
を
尋
ね
て
き
て

く
れ
た
よ
う
な
錯
覚
に
囚
わ
れ
た
。

　

吉
之
助
さ
ん
の
言
葉
通
り
ウ
ム
ウ
セ

写真６　王子製紙第四発電所のダム湖
奥がユーナイ沢との合流点(平成26年７月撮影：筆者)
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に
梟
は
居
た
。
そ
の
後
も
私
達
は
年
二
・
三
度
ハ
エ
ナ
ワ
漁
を
楽
し
む
た
め
、
夜
に
な
る
と
二
キ
ロ

程
の
山
路
を
歩
い
て
ウ
サ
ク
マ
イ
コ
タ
ン
跡
の
船
着
き
場
か
ら
小
舟
に
乗
り
、
紋
別
川
の
合
流
点
で

ハ
エ
ナ
ワ
を
仕
掛
け
、
魚
が
か
か
る
ま
で
時
々
聞
こ
え
て
く
る
縞
梟
の
声
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

そ
の
後
私
は
、
沙
流
川
上
流
の
小
さ
な
町
に
あ
る
製
材
工
場
の
工
場
長
と
し
て
単
身
赴
任
す
る

事
に
な
り
、
山
事
務
所
を
去
っ
た
の
で
、
紋
別
川
の
ほ
と
り
に
住
む
縞
梟
の
声
を
聞
く
こ
と
も
な

く
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
、
私
が
千
歳
工
場
長
と
し
て
帰
っ
て
来
た
時
は
、
山
の
仕
事
も
職
住
分
離
と
な

り
会
社
の
山
事
務
所
も
閉
鎖
さ
れ
、
藤
の
沢
部
落
は
無
人
に
な
っ
て
い
た
が
、
私
達
に
ヌ
ナ
イ
や

ウ
ム
ウ
セ
の
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
の
話
を
し
て
く
れ
た
蘭
越
の
吉
之
助
さ
ん
は
健
在
で
、
昭
和

四
〇
年
頃
紋
別
川
筋
で
営
林
署
が
大
量
の
伐
採
を
始
め
て
か
ら
縞
梟
は
居
な
く
な
っ
た
が
、
今
で

も
時
々
家
の
川
向
か
い
の
山
で
鳴
く
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
、
と
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
昭
和

四
〇
年
代
の
中
頃
迄
は
千
歳
川
筋
の
森
に
縞
梟
が
生
息
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
林
が
昭
和
三
十
三
年
か
ら
同
三
十
九
年
ま
で
の
数
年

間
、
千
歳
川
の
王
子
製
紙
第
四
発
電
所
の
ダ
ム
湖
で
体
験
し
た
様
子
を
語
っ
た
も
の
で
、
往

時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
の
で
全
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
あ
の
野
太
い
啼
き
声
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
は
「
ウ
ム
ウ
ム
」
と
か
「
フ

ム
フ
ム
」
と
か
と
聞
こ
え
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
地
名
と
し
て
千
歳
川
に
残
っ
て
い
る
の

も
興
味
深
い
話
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
来
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
漢
字
表
記
は
「
縞
梟
」
で
は
な
く
、
蝦
夷
ヶ
嶋
の
嶋
を

と
っ
て
「
嶋
梟
」
と
表
記
す
る
の
が
正
し
い
の
だ
が
、
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
家
で
詩
人
で
も
あ

る
更
科
源
蔵
も
同
様
に
「
縞
梟
」
と
表
記
し
て
お
り
、
こ
の
表
記
も
ま
た
味
わ
い
深
い
も
の

が
あ
る
。

ふ
化
場
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

　

次
は
千
歳
川
上
流
域
に
あ
る
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場(

現
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
千
歳
さ

け
ま
す
事
業
所
）
で
の
職
員
の
目
撃
談
で
あ
る
。

　

こ
の
ふ
化
場
に
勤
務
し
て
い
た
古
村
秀
康
と
小
軽
米
成
人
の
二
人
が
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
目

撃
し
た
の
は
平
成
二
年
の
十
月
下
旬
か
十
一
月
の
初
め
で
、
一
週
間
程
毎
晩
ふ
化
場
に
飛
来

し
て
い
た
と
い
う
。
最
初
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
目
撃
し
た
の
は
古
村
で
、
最
後
の
見
回
り
を

行
う
夕
方
の
五
時
頃
、
頭
の
上
を
大
き
な
鳥
が
飛
ん
で
き
て
第
２
事
業
棟
の
飼
育
池
の
縁
に

止
ま
っ
た
そ
の
姿
を
見
て
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
確
認
し
た
。

　

翌
日
、
こ
の
話
を
聞
い
た
小
軽
米
は
そ
の
夜
一
人
で
ふ
化
場
に
残
り
、
前
夜
と
同
じ
よ
う

に
飼
育
池
の
縁
や
構
内
の
木
立
に
止
ま
っ
て
い
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
確
認
、
お
そ
る
お
そ
る

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
近
寄
っ
て
い
き
、
オ
ス
の
啼
き
声
を
真
似
て
反
応
を
伺
っ
た
が
特
に
反
応

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

小
軽
米
は
標
茶
町
虹
別
の
ふ
化
場
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
よ
く
ふ
化
場
に
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
が
飛
来
し
て
い
た
の
で
、
ま
ず
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
標
茶
町
の
虹
別
地
区
に
は
現
在
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
つ
が
い
で
生
息
し
て
お
り
、
地

域
住
民
に
よ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
団
体
「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
が
平
成
六
年
に
結

成
さ
れ
て
い
る
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
で
き
る
よ
う
に
と
百
年
の
森
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
今
ま
で
に
ハ
ル
ニ
レ
や
シ
ラ
カ
バ
な
ど
五
万
六
千
本
以
上
の
植
樹
を
行
っ
た
ほ
か
、
同

会
が
掛
け
た
巣
箱
か
ら
は
こ
れ
ま
で
三
〇
羽
以
上
の
ヒ
ナ
が
巣
立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
村
に
よ
れ
ば
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
翌
年
の
平
成
三
年
に
も
や
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

以
降
は
目
撃
し
て
い
な
い
と
い
う
。
ふ
化
場
は
夜
六
時
以
降
は
無
人
に
な
る
の
で
、
飛
来

し
て
も
確
認
で
き
る
状
況
に
な
い
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ふ
化
場
の
飼
育
池
で
自
然
産
卵
し
た
サ
ケ
の
稚
魚
を
狙
っ
て
千
歳
川
か
ら
上
っ
て
く

る
ウ
グ
イ
を
捕
え
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
か
（
古
村
談
）
、
或
い
は
サ
ケ
親
魚
の
蓄

養
期
間
が
終
了
す
る
時
期
で
池
の
水
位
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
親
魚
の
斃
死
魚

や
小
魚
を
狙
っ
て
や
っ
て
き
た
の
か
（
小
軽
米
談
）
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
目
撃
し

た
二
人
と
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
魚
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
と
の



9

こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
と
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
自
然
界
に
あ
る
全
て
の
も
の
に
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
特

に
人
間
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
を
神
（
カ
ム
イ
）
と
し
て
敬
っ
て
い

た
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
村
を
守
る
神
（
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
）
と
か

神
の
鳥
（
カ
ム
イ
チ
カ
ッ
プ
）
と
い
っ
て
尊
び
崇
敬
し
て
い
た
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
限
ら
ず
、
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
、
シ
ャ
チ
や
サ
ケ
な
ど
の
動
物
も
神
で

あ
り
、
彼
ら
は
天
上
の
世
界
（
カ
ム
イ
モ
シ
リ
）
か
ら
人
間
の
世
界
（
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
）
に

肉
や
毛
皮
な
ど
を
持
参
し
て
遣
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
動
物
た
ち
を
捕

え
て
食
し
た
後
は
霊
送
り
（
イ
オ
マ
ン
テ
或
い
は
オ
プ
ニ
レ
）
と
い
う
儀
式
を
行
い
、
再
び

天
上
の
世
界
へ
送
り
か
え
し
て
や
る
の
で
あ
る
。

　

ヒ
グ
マ
の
霊
送
り
は
熊
祭
り
と
い
っ
て
特
に
有
名
で
あ
る
が
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
霊
送
り

（
フ
ク
ロ
ウ
送
り
）
は
こ
の
鳥
が
ヒ
グ
マ
よ
り
も
神
と
し
て
の
位
が
高
か
っ
た
た
め
か
丁
重

に
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
、
フ
ク
ロ
ウ
送
り
に
関
す
る
古
資
料
は
少
な
く
、
ア
イ
ヌ
絵
で

は
西
川
北
洋
が
描
い
た
「
フ
ク
ロ
ウ
祭
り
」
が
あ
る
く
ら
い
で
、
映
像
資
料
も
昭
和
五
十
八

年
十
一
月
に
屈
斜
路
湖
畔
で
再
現
さ
れ
た
様
子
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
番
組
制
作
の
た
め
に
撮
影
し
た

も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

千
歳
で
も
こ
の
フ
ク
ロ
ウ
送
り
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
な
千
歳
ア
イ
ヌ
の

古
老
に
よ
る
体
験
談
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

（
山
川
キ
ク
）

　

父
が
フ
ク
ロ
ウ
（
カ
ム
イ
チ
カ
プ
）
を
預
か
っ
て
（
飼
育
し
て
）
、
ク
マ
祭
り
の
よ
う
に
し
て

送
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
春
先
に
山
で
生
け
捕
り
に
し
て
き
た
も
の
で
、
イ
ナ
ウ
チ
パ
（
祭
壇
）
の

そ
ば
に
檻
を
作
っ
て
入
れ
た
。
檻
は
セ
ツ
と
か
チ
カ
プ
・
セ
ツ
と
か
カ
ム
イ
チ
カ
プ
・
セ
ツ
と
い

う
。
カ
ジ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
食
べ
さ
せ
て
大
き
く
し
、
そ
の
年
の
秋
に
送
っ
た
。
送
る
と
き

に
は
付
近
の
人
ら
が
皆
集
ま
り
、
イ
ナ
ウ
削
り
を
し
た
。
檻
は
四
本
足
の
四
角
の
棚
の
上
に
皮
を

剥
い
だ
細
枝
を
編
ん
で
作
っ
た
。
イ
ト
ム
ン
プ
ヤ
ラ
（
光
を
受
け
る
窓
）
か
ら
東
南
方
向
に
見
え

る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

主
に
祖
母
（
フ
チ
）
が
世
話
を
し
て
預
か
っ
て
い
た
が
、
子
供
が
魚
を
籠
に
入
れ
て
持
っ
て
い

き
、
手
ず
か
ら
や
っ
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
。
イ
モ
を
入
れ
た
お
つ
ゆ
を
木
製
の
小
さ
な
た
ら
い

の
よ
う
な
も
の
（
キ
ッ
チ
）
に
入
れ
て
た
べ
さ
せ
て
い
た
。                        

　

（
白
沢
ナ
ベ
）　

  

コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
を
送
る
と
き
は
、
ロ
ル
ン
プ
ヤ
ラ
（
神
の
窓
）
か
ら
出
し
入
れ
す
る
。
別
名

フ
ッ
フ
ー
カ
ム
イ
、
カ
ム
イ
チ
カ
プ
と
も
い
う
。
私
は
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
の
送
り
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
頭
の
皮
を
剥
い
で
、
脳
み
そ
も
舌
も
出
し
て
、
目
も
出
し
て
、
イ
ナ
ウ
キ
ケ
で
目
も
舌

も
作
っ
て
や
る
。
キ
ム
ン
カ
ム
イ
（
ヒ
グ
マ
）
よ
り
も
位
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ポ
ロ
イ
ナ

ウ
チ
パ
（
中
央
の
高
い
祭
壇
）
の
真
ん
中
に
立
て
る
。
ク
マ
の
頭
が
す
で
に
祭
ら
れ
て
い
る
と
き

に
は
、
そ
の
右
側
に
立
て
て
あ
る
。
養
っ
た
の
で
な
く
、
電
線
に
ぶ
つ
か
っ
て
死
ん
だ
の
を
私
が

拾
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
父
親
が
送
っ
て
く

れ
た
。
昔
は
飼
っ
て
い
た
幼
鳥
を
送
っ
た

ら
し
い
。
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
は
コ
タ
ン

に
何
か
悪
い
こ
と
が
起
き
そ
う
な
と
き
は

教
え
て
く
れ
る
の
で
大
事
に
し
た
。             

　

（
小
田
イ
ト
）                                                                

　

夫
が
支
笏
湖
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
き
、

カ
ム
イ
チ
カ
プ
が
い
た
。
い
つ
も
見
る
の

で
、
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

撃
っ
て
み
る
と
ま
ぐ
れ
に
当
た
っ
て
し

ま
っ
た
。
夫
の
父
が
こ
れ
は
カ
ム
イ
チ
カ

プ
で
偉
い
神
様
な
の
に
ど
う
し
て
撃
っ

写真７　フクロウ送りの図(アイヌ風俗絵巻)
西川北洋 1800年代末頃(函館市中央図書館所蔵)
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た
。
で
た
ら
め
に
捕
る
も
の
で
な
い
と
怒
っ
た
。
夫
の
父
は
、
皮
を
剥
い
で
頭
に
イ
ナ
ウ
キ
ケ
を

入
れ
て
、
チ
ェ
ホ
ロ
カ
ケ
プ
（
逆
さ
削
り
）
を
作
っ
て
、
皮
や
骨
を
イ
ナ
ウ
チ
パ
（
祭
壇
）
に
置

い
て
、
肉
は
食
べ
た
と
い
う
。
フ
ク
ロ
ウ
に
か
ぎ
ら
ず
で
た
ら
め
に
撃
つ
も
の
で
な
い
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
聞
き
取
り
は
昭
和
五
十
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
北
海
道
教
育
委
員
会
の
ア
イ
ヌ

民
俗
文
化
財
調
査
の
報
告
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
語
っ
て
い
る
古
老
た
ち
の
年
齢
か
ら

推
測
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
の
話
と
思
わ
れ
る
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
で
も
丁
寧
に
扱
っ
て
お
り
、
最
後
は
ア
イ
ヌ
の
し
き
た
り
ど
お
り
に
フ
ク
ロ
ウ
送

り
を
行
い
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
天
上
の
世
界
に
送
り
返
し
て
い
る
。

　

次
は
、
蘭
越
に
住
ん
で
い
た
中
本
陽
三
か
ら
筆
者
が
直
接
聞
い
た
体
験
談
で
あ
る
。

　

少
年
の
こ
ろ
の
出
来
事
で
、
近
所
に
住
む
友
人
に
父
親
の
猟
銃
を
貸
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
友
人

が
千
歳
川
の
右
岸
奥
の
ペ
サ
沢
で
大
き
な
フ
ク
ロ
ウ
を
見
つ
け
て
撃
ち
落
と
し
た
。
死
ん
だ
フ
ク

ロ
ウ
を
家
に
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
た
父
晴
夫
は
「
お
前
た
ち
は
、
村
を
守
る
神
さ
ま

を
撃
ち
殺
す
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
で
か
し
た
」
と
言
っ
て
、
こ
っ
そ
り
と
フ
ク
ロ
ウ

送
り
を
行
っ
た
。
当
時
、
さ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
精
一
杯
の
ご
馳
走
を
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
に
捧
げ
て
フ
ク
ロ
ウ
送
り
し
た
。
子
供
心
に
強
い
自
責
の
念
に
か
ら
れ
た
。

　

父
は
ま
さ
か
自
分
の
息
子
と
そ
の
友
人
が
神
様
で
あ
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
撃
ち
落
と
し
た
と
は

他
人
に
い
え
ず
、
自
分
た
ち
だ
け
で
フ
ク
ロ
ウ
送
り
を
行
い
、
そ
の
霊
を
天
上
に
送
り
返
し
た
も

の
と
思
っ
た
。

　

生
前
、
父
は
よ
く
「
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
棲
ん
で
い
る
」
と
話
し
て
い
た
が
、

こ
ん
な
に
早
く
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
い
な
く
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

む
す
び

　

千
歳
地
方
と
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
の
関
わ
り
を
縷
々
述
べ
て
き
た
が
、
思
っ
た
以
上
の
事
柄

が
あ
り
、
千
歳
が
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
は
無
縁
の
土
地
と
は
思
え
な
く
な
っ
た
。

　

か
つ
て
の
千
歳
川
の
上
流
域
や
支
笏
湖
の
周
辺
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し
て
い
た
こ
と

は
そ
の
標
本
や
剥
製
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
り
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
も
生

息
情
報
が
相
当
数
あ
り
、
筆
者
の
予
想
で
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
確
実
に
生
息
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
フ
ク
ロ
ウ
送
り
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
儀
式
を
と
お
し
て
、
か
つ
て
の

千
歳
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て
も
古
老
た
ち
の
聞
き

取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
縄
張
り
と
定
着
性
の
強
い
鳥
と
い
わ
れ
て
い
て
、
一
旦
テ
リ
ト
リ
ー
を

決
め
て
し
ま
う
と
最
後
ま
で
そ
こ
で
暮
ら
す
習
性
が
あ
り
、
魚
食
性
の
鳥
の
た
め
に
河
川
や

湖
沼
の
周
辺
部
の
森
林
に
生
息
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
冬
期
間
は
食
糧
が
乏
し
く
な
る
た

め
、
湧
水
池
に
群
が
る
魚
類
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
多
く
、
湧
水
が
豊
富
な
千
歳
川
の
よ
う
な

河
川
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
と
っ
て
は
恰
好
の
餌
場
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
湧
水
は
サ
ケ
が
産
卵
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
ぬ
条
件
で
、
こ
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
千
歳
川
に
は
産
卵
の
た
め
に
大
量
の
サ
ケ
が
遡
上
し
、
産
卵
場
所
に
近
接
し
て
ウ
サ
ク

マ
イ
や
ユ
ウ
ナ
イ
と
い
っ
た
ア
イ
ヌ
の
集
落
（
コ
タ
ン
）
が
あ
り
、
そ
の
集
落
の
人
々
は
遡

上
す
る
サ
ケ
を
捕
っ
て
自
分
た
ち
生
活
の
糧
に
し
て
い
た
。

　

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
餌
場
で
あ
っ
た
千
歳
川
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
漁
場
で
あ
り
、
飲
み
水
を

確
保
す
る
場
で
も
あ
っ
た
た
め
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
行
動
圏
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
圏
が

重
な
り
あ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

明
治
の
時
代
に
な
っ
て
千
歳
に
も
開
拓
の
鍬
が
入
り
、
千
歳
川
の
上
流
域
に
も
ふ
化
場
や

王
子
製
紙
の
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
ア
イ
ヌ
の
集
落
も
な
く
な
り
、
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
の
交
流
は
疎
遠
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
の
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
の
生
息
環
境
も
森
林
伐
採
な
ど
で
次
第
に
悪
化
し
て
い
き
、
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
は
少
な
く
な
り
、
つ
い
に
は
啼
き
声
も
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

　

現
在
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
わ
ず
か
一
四
〇

羽
程
度
に
過
ぎ
ず
、
限
ら
れ
た
生
息
域
で
細
々
と
命
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
実
態
で
、
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特
に
最
近
は
事
故
死
の
ほ
か
に
近
親
間
の
交
配
が
目
立
っ
て
お
り
、
危
機
的
な
状
況
は

脱
し
た
と
い
う
も
の
の
未
だ
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

現
在
の
環
境
省
や
林
野
庁
の
考
え
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
既
存
の
生
息
域
の
保
全
や

拡
大
が
中
心
で
あ
り
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
す
で
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
親
間
に
お
け
る
つ
が
い
の
形
成
な
ど
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
既
存
の
生
息
域
に
こ
だ
わ
ら
な
い
思
い
切
っ
た
取
り
組
み
も
必
要
か
と
思

う
。

　

例
え
ば
、
若
い
健
康
な
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
つ
が
い
を
既
存
の
生
息
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
生

息
環
境
の
良
好
な
地
域
に
人
為
的
に
移
動
さ
せ
、
そ
の
地
域
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
し
た
際
の
候
補
地
と
し
て
、
千
歳
川
の
上
流
域
ほ
ど
条
件

の
か
な
っ
た
地
域
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

周
囲
の
森
林
は
立
ち
入
り
の
規
制
が
容
易
な
国
有
林
と
な
っ
て
い
て
、
河
川
流
域
の
一
部

は
千
歳
市
の
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
、
ふ
化
場
周
辺
は
サ
ク
ラ
マ
ス
が
自
然
産
卵

出
来
る
よ
う
な
豊
か
な
河
川
環
境
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
に
は
か
っ
て
ア
イ
ヌ
の
コ
タ

ン
が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
の
精
神
的
な
結
び
付
き
が
あ
っ
た
土
地
柄

で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
適
地
と
考
え
ら
れ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
分
散
候
補
地
と
し
て
千

歳
川
の
上
流
域
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。

　

現
下
の
状
況
で
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
提
案
と
思
う
が
、
い
つ
の
日
か
こ
の
地
域
に

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
復
活
す
る
こ
と
を
願
っ
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

千
歳
周
辺
で
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
情
報
年
表
（
文
献
・
証
言
等
）

昭
和
４
年　
　
　
　
　

清
棲
幸
保
著
『
日
本
鳥
類
大
図
鑑
Ⅱ
』
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
生
息
分
布
地
域
と
し

て
「
石
狩
支
庁
支
笏
湖
畔
」
と
の
記
載
が
あ
る

昭
和
初
頭　
　
　
　
　

深
沢
重
男
談
「
丸
駒
温
泉
初
代
経
営
者
佐
々
木
初
太
郎
は
温
泉
近
く
の
樹
上
に

止
ま
っ
て
い
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
猟
銃
で
撃
ち
落
と
し
、 

同
温
泉
に
出
入
り
し

て
い
た
父
正
男
（
苫
小
牧
で
酒
店
経
営
）
が
そ
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
貰
い
受
け

剥
製
に
し
た

昭
和
10
年
代　
　
　
　

山
階
芳
麿
著
『
日
本
の
鳥
類
と
其
の
生
態
第
２
巻
』
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
生
育
分

布
地
域
と
し
て
「
北
海
道
に
て
は
支
笏
湖
を
圍
む
大
森
林 

や
石
狩
川
上
流
の
密

林
な
ど
に
生
息
し
て
居
る
。
習
性
に
就
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
居
な
い
」
と
の

記
載
が
あ
る

昭
和
12
年
１
月　
　
　

清
棲
幸
保
著
『
日
本
鳥
類
大
図
鑑
Ⅱ
』
に
生
息
分
布
地
域
と
し
て
「
石
狩
支
庁

支
笏
湖
畔
」
と
の
記
載
が
あ
る

昭
和
20
年
代
初
頭　
　

中
本
陽
三
談
「
父
の
猟
銃
を
持
ち
出
し
た
友
人
が
千
歳
川
支
流
ペ
サ
沢
付
近
で

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
撃
ち
落
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
父
は
ア

イ
ヌ
の
し
き
た
り
に
倣
っ
て
フ
ク
ロ
ウ
送
り
を
し
た
」

昭
和
23
年　
　
　
　
　

北
海
道
教
育
委
員
会
『
エ
ゾ
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
・
ク
マ
ゲ
ラ
特
別
調
査
報
告

書
（
１
９
７
７
年
）
』
に
「
ふ
化
場
に
夜
間
舞
い
降
り
て
養
殖
さ
れ
て
い
る
魚

を 

採
食
し
た
」
と
の
記
載
が
あ
る

昭
和
20
年
代　
　
　
　

千
歳
市
民
談
「
王
子
製
紙
第
三
発
電
所
と
第
四
発
電
所
の
周
辺
で
シ
マ
フ
ク
ロ 

ウ
の
姿
を
見
た
ほ
か
、
啼
き
声
も
聞
い
た
」
（
情
報
提
供
‐
先
田
次
雄
）

昭
和
30
年
代　
　
　
　

折
居
彪
二
郎
著
『
千
歳
保
護
區
の
鳥
獣
』
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
記
載
が
あ
る

野
呂
幸
次
郎
談
「
千
歳
川
王
子
製
紙
第
五
発
電
所
上
流
に
営
巣
木
が
あ
り
シ

マ
ク
ロ
ウ
が
つ
が
い
で
生
息
し
て
い
た
。
昭
和
45
年
頃
に
営
林
署
付
近
一
帯
を

伐
採
し
た
た
め
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
頃
紋
別
川
で
も
見
た
」

（
情
報
提
供
‐
床
田
和
隆
）

昭
和
33　
　
　
　
　
　

林
元
一
談
「
千
歳
川
王
子
製
紙
第
四
発
電
所
上
流
左
岸
の
ユ
ウ
ナ
イ
沢
と
千
歳

　
　

～
39
年
頃　
　
　

川
支
流
紋
別
川
上
流
ウ
ム
ウ
セ
付
近
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し
て
い
て
、
千

歳
川
と
紋
別
川
の
合
流
付
近
で
ハ
エ
ナ
ワ
漁
を
し
て
い
た
時
に
よ
く
啼
き
声
を

聞
い
た
」
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昭
和
40
年
頃　
　
　
　

中
本
陽
三
談
「
友
人
と
ク
マ
撃
ち
に
出
か
け
た
時
、
漁
川
の
上
流
の
展
望
台
の

あ
る
右
手
の
山
影
あ
た
り
で
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
啼
き
声
を
聞
い
た
。
同
じ
頃
、

王
子
製
紙
第
三
発
電
所
入
口
付
近
の
樹
に
三
羽
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
止
ま
っ
て

い
た
の
を
見
た
」

昭
和
50
年
代
初
頭　
　

千
歳
市
民
談
「
王
子
製
紙
第
三
発
電
所
と
第
四
発
電
所
の
周
辺
で
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
の
姿
を
見
た
ほ
か
、
啼
き
声
を
聞
い
た
」
（
情
報
提
供
‐
先
田
次
雄
）

昭
和
50
年
10
月　
　
　

北
海
道
保
健
環
境
部
『
野
生
動
物
分
布
等
実
態
調
査
報
告
書
（
１
９
９
０
年
）
』

に
「
烏
柵
舞
で
成
鳥
が
そ
れ
ぞ
れ
４
羽
（
う
ち
２
羽
は
亜
成
鳥
と
思
わ
れ
る
） 

と
１
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
る
」
と
記
録
さ
れ
、
52
年
10
月
に
も
同
様
の
記
載
が

あ
る

昭
和
54
年
９　
　
　
　

佐
々
木
一
雄
談
「
千
歳
川
王
子
製
紙
第
一
発
電
所
構
内
水
銀
灯
近
く
の
樹
に
シ

　
　

～
10
月
頃　
　
　

マ
フ
ク
ロ
ウ
が
現
わ
れ
、
午
後
九
時
か
ら
一
時
間
ば
か
り
逃
げ
る
気
配
も
な
く 

悠
然
と
し
て
い
た
」
（
情
報
提
供
‐
佐
田
正
行
）

昭
和
56
年
８
月　
　
　

高
井
羡
一
談
「
樽
前
山
七
合
目
ヒ
ュ
ッ
テ
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
（
金
色
の
目
を
し

た
二
尺
五
寸
の
オ
オ
フ
ク
ロ
ウ
）
が
天
窓
か
ら
侵
入
、
保
護
し
放
鳥
し
た
」

（
証
言
者
＝
ヒ
ュ
ッ
テ
管
理
人
／
情
報
提
供
‐
佐
田
正
行
）
こ
の
こ
と
は
『
野

生
動
物
分
布
等
実
態
調
査
報
告
書
（
１ 

９
９
０
年
）
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

平
成
２
年
10
月
末　
　

古
村
秀
康
、
小
軽
米
成
人
談
「
ふ
化
場
の
飼
育
池
に
一
週
間
ほ
ど
飛
来
し
て
い 

　
　
　

11
月
初
頭　
　

た
が
、
魚
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
て
い
な
い
」（
情
報
提
供
‐
江
連
滋
弘
）

平
成
３
年
10
月　
　
　

古
村
秀
康
談
「
前
年
に
引
き
続
き
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
飛
来
し
た
。
そ
の
後
は
現

在
に
至
る
ま
で
姿
を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
午
後
６
時
以
降
ふ
化
場
は
無
人
に

な
る
の
で
飛
来
し
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
」

平
成
３
年
12
月　
　
　

Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
勇
払
駅
構
内
で
通
勤
客
が
、
線
路
と
ホ
ー
ム
の
間
に
う
つ
ぶ
せ

　
　
　
　
　

19
日　
　

に
な
っ
て
い
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
発
見
し
た
。
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
が
体
温

が
ま
だ
残
っ
て
た

　

釧
路
動
物
園
で
解
剖
し
た
結
果
、
右
羽
と
両
足
を
骨
折
、
腹
部
に
内
臓
に
ま

で
達
す
る
裂
傷
を
負
っ
た
メ
ス
の
幼
鳥
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

平
成
５
年
１
月　
　
　

環
境
庁
は
根
室
市
か
ら
北
大
苫
小
牧
演
習
林
に
移
送
し
た
４
歳
の
オ
ス
の
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
を
95
日
間
ゲ
ー
ジ
で
飼
育
し
た
の
ち
、
定
着
を
目
的
に
林
内
に
放
鳥

し
た
。
放
鳥
後
、
所
在
の
確
認
調
査
を
行
う
が
確
認
で
き
ず
、
生
死
は
不
明
で

あ
る

平
成
５
年
５　
　
　
　

小
山
田
栄
次
郎
談
「
北
大
苫
小
牧
演
習
林
内
の
４
０
１
林
班
と
２
１
３
林
班
の

　
　
　
　

～
11
月　
　

間
・
ア
ッ
ペ
ナ
イ
林
道
付
近
で
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
見
た
。
ま
た
、
１
１
３
林
班

周
辺
で
も
見
た
（
放
鳥
後
の
個
体
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
）
」(

情
報
提
供
‐
石

城
謙
吉
）

平
成
５
年
５　
　
　
　

小
松
裕
之
談
「
千
歳
市
泉
沢
向
陽
台
住
宅
団
地
の
自
宅
で
午
前
１
時
頃
友
人
と

　
　
　
　

～
11
月　
　

星
を
見
て
い
た
時
、千
歳
川
の
北
西
と
南
西
の
二
方
向
か
ら
啼
き
声
が
聞
こ
え
た
」

平
成
５
年
９
月　
　
　

千
歳
市
職
員
談
「
マ
マ
チ
川
の
泉
沢
向
陽
台
住
宅
団
地
付
近
で
何
度
か
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
の
姿
を
見
た
が
、10
月
以
降
は
見
て
い
な
い
」（
情
報
提
供
‐
先
田
次
雄
）

平
成
６
年
４
月
中
旬　

小
松
裕
之
談
「
千
歳
川
烏
柵
舞
橋
方
向
か
ら
啼
き
声
が
聞
こ
え
た
」

平
成
６
年
７
月　
　
　

山
元
隆
一
談
「
泉
沢
向
陽
台
住
宅
団
地
の
自
宅
付
近
で
鳥
の
啼
き
声
が
気
に

な
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
酷
似
し
て
い
た
」

平
成
６
年　
　
　
　
　

ふ
化
場
職
員
談
「
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
啼
き
声
を
聞
い
た
（
詳
細
不
詳
）
」（
情
報

提
供
‐
林
元
一
）

平
成
７
年
３
月　
　
　

林
元
一
談
「
千
歳
川
の
ふ
化
場
か
ら
下
流
右
岸
上
空
を
飛
び
去
る
姿
を
双
眼
鏡

で
確
認
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

故
林
元
一
氏
と
故
中
本
陽
三
氏
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
ご
多
用
の
な
か
貴
重
な
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
の
生
息
情
報
や
文
献
資
料
の
提
供
を
受
け
た
関
係
諸
氏
に
衷
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

or


